
事業・職員紹介

土 木

農 学 ■「ぎふ清流GAP」で持続可能な農業を実現！

■ 道路整備を通して地域の発展と暮らしを支えたい！

■これからの未来を担う大切な子どもたちのために！

　岐阜県では、持続可能な農業の実現に向け、令和2年11月に「ぎふ清流GAP評価
制度」を創設し運用を開始しました。ぎふ清流GAPは、食品安全、環境保全、労働安
全、農場管理、人権保護を5つの柱に、農場で起こりうるリスクを洗い出し、点検、評価、
改善することで、人にやさしく、環境にやさしい農業を永く、安心して続けていただく
ことを目指しています。
　ぎふ清流GAP評価制度の設計や普及に携わる中で、GAP実践者から「最初は面倒
でも経営者として当たり前のこと」「自信をもって販売できる」などの声をいただいた
時、やりがいを感じるとともにGAPは農業経営の土台となる一番大切な取組みであ
るということを実感しました。
　農業を取り巻く環境が大きく変化する中、より良い農場づくりにチャレンジする方を
応援していきたいです。

（GAPとは、Good Agricultural Practiceの略）

　岐阜県は７つの県に隣接し、その地形は3,000ｍ級の山々から海抜０ｍ地帯まで
起伏に富んでいます。古くから東西南北を結ぶ交通の要衝の地となっていますが、そ
の地形の制約から県内の道路網は決して充足していません。
　現所属の管内には、郡上市から中津川市を結ぶ濃飛横断自動車道が計画されてお
り、現在、中津川市内の（仮称）リニア岐阜県駅へのアクセス道路として整備を推進し
ています。こうした大規模な自動車道の整備は、観光交流、産業振興及び災害に強い
道路ネットワークの確保が期待されるとともに、県民の安全・安心で、快適な生活環
境の向上に寄与します。
　自らの仕事が将来の県民生活向上に寄与することは大きなやりがいであり、これか
らも地域の魅力と活力づくりのための県土整備に頑張っていきます。

　岐阜県では、結婚や出産を望む人の願いがかない、子どもや家庭がその周りの様々
な人々に見守られ、ともに支え合いながら、安心して健やかに暮らすことができる県
を目指し、「安心して子どもを生み育てることができる岐阜県づくり条例」に基づき、
様々な施策に取り組んでいます。
　私は、保育所や認定こども園に関する業務を担当し、市町村や短大・大学、保育士
の就職支援等を行う保育士・保育所支援センターなどの関係者と協力しながら仕事
をしています。制度や法律など、勉強をすべきことがたくさんありますが、イベントなど
多くの方と交流がもてる業務もあり、幅広い経験ができています。
　これからの未来をつくっていく子どもたちは、とても大切な存在です。子どもたちが
育つ環境を維持し、より良いものとしていくこの業務に、大きな意義を感じています。

農業の可能性は無限大！
ぎふ清流GAP農産物の魅力を

県内外に広げたい。

土木施設は
県民生活の基盤！

豊かな県民生活を目指します。

安心して子どもを産み
育てることができる

岐阜県の実現を目指します。
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『清流の国ぎふ』づくり ～県民の    生命を守り、新しい日常を創る～
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